
平成 23 年度兵庫県立大学 公開講座 アカデミックツーリズム・プログラム 

「山陰海岸ジオパーク満喫ツアー」 

 
日程 平成 23 年 9 月 19 日 (祝・月 ) 午前 8 時から午後 8 時  
参加者 43 人  
講師 自然・環境科学研究所 自然環境系 准教授 先山 徹  

田園生態系 講 師 内藤 和明  
自然環境系 助 教 藤本 真里  

 
 

自然・環境科学研究所は、人と自然の博物館、コウノトリの郷公園、西はり

ま天文台公園、森林動物研究センター、景観園芸学校といった施設の研究員を

兼務し、それらの施設を中心にさまざまなプロジェクトに関わっている。今年

は特に人と自然の博物館が山陰海岸ジオパーク支援を掲げジオキャラバン等

の事業を実施している。そこで、現場であるコウノトリの郷公園と連携して「山

陰海岸ジオパーク満喫ツアー」を企画するに至った。  
 
 
 
8:00 ＪＲ新神戸駅 バス出発 

11:00～12:00 玄武洞 (解説 先山先生) 

現地で先山先生から柱状節理ができたプロセス、玄武洞の名のいわれなどの

解説をした。  
 

壮大な柱状の節理（岩石の割れ目）が美しい玄武洞。全部で 5 つの洞から成

り、亀甲に似た 6 角形の石柱が群立している。約 160 万年前の噴火によって流

れ出たマグマが冷え固まった際に形成された。世界で初めて地球磁場の反転説

が提唱されるきっかけとなった場所としても知られている。  

 



玄武洞の玄さん 

玄さんは玄武洞のマスコットキャラクターで玄武洞公園のセンターでは記

念撮影等ができる。  

 
13:00～14:00 兵庫県立コウノトリの郷公園(解説 内藤先生) 

兵庫県立コウノトリの郷公園は自然・環境科学研究所の一部でもある。ここ

では、田園生態部門を中心にコウノトリの保護、増殖、野生復帰の取り組みが

行われている。そこに所属する内藤先生から講義と野外視察でコウノトリの生

態、野生復帰の取り組みについて解説をした。  
 

野生のコウノトリは、高木に営巣し、田んぼなどで餌をとる。豊岡平野の広

大な田んぼと山地が取り囲む環境は、コウノトリが生息するのに適した環境で

あったといえる。  



15:30～16:00 海の文化館（解説 今井職員(海の文化館) 先山先生） 

 
 自然・環境科学研究所の一部でもある県

立人と自然の博物館が開催しているジオキ

ャラバン「おもれェ～！ 山陰海岸ジオパ

ーク」がちょうど海の文化館で行われてお

り、その内容について先山先生から解説を

した。  
 
 
※「おもれェ～！」とは、「おもしろい」と

いう意味  
 
 

 「香美町海の文化館」の今井さんからは、450 種、1,400 点の魚類・甲殻類

のはく製や 1,700 点の貝類展示の他、香住ガニの漁がどのように行われるかな

どについて解説をした。  

 
 
16:30 頃 帰路につく  
 
 


